
八戸工業大学
シニアとの対話会

「原子力の役割と地域振興」
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本日の講演の内容
(グループ対話のテーマ)

1. エネルギー問題 (資源確保含む)
2. 原子力発電 (再稼働と運転延⾧含む)
3. 原子燃料サイクル (地層処分含む)
4. 地域振興 (青森県の役割含む)
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1. エネルギー問題 (資源確保含む)
1-1 日本の一次エネルギー供給実績

原子力文化財団 原子力・エネルギー図面集

日本のエネルギー自給率 13%程度
12.6%(2022年)
15.1%(2023年)

原子力を国産とみなす
→ 準国産エネルギー
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1-2 電源別発電電力量の推移

原子力文化財団 原子力・エネルギー図面集

震災前は原子力 ３割4



1-3 エネルギー需給の見通し

資源エネルギー庁 HP
第７次エネルギー基本計画の概要 R7.2

第７次エネルギー基本計画の概要
令和７年２月１８日閣議決定
2040年度
原子力 ２割程度
再エネ ４～5割程度
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同時同量
需要 >   供給 : 周波数低下 → ブラックアウト / 計画停電
需要 < 供給 : 周波数上昇 / (再生可能エネルギー) 発電抑制

1-4 電力の需要と供給

資源エネルギー庁 HP 2018-11-02
日本初の“ブラックアウト”、その時一体何が起きたのか

流通 生産
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1-5 再生可能エネルギーの特徴 設備利用率
太陽光発電13％
陸上風力発電20％
洋上風力発電30％

NEDO（国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構）

設備利用率
= 発電量（kWh） ／
（歴時間（h）×設備容量（kW））
×100

原子力文化財団 原子力・エネルギー図面集
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2-1 日本の原子力発電所の現状
2. 原子力発電 (再稼働と運転延⾧含む)

原子力文化財団 原子力・エネルギー図面集

運転中 14基
許可済 4基
審査中 8基
未申請 10基
廃 炉 24基

東日本大震災前は54基(4,896.4kW)
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2-2 原子力発電所の安全対策

原子力文化財団 原子力・エネルギー図面集
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2-3 原子力発電所の運転期間延⾧

九州電力 ホームページ
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3. 原子燃料サイクル
3-1 原子燃料サイクルの概要

日本原燃 ホームぺージ
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3-2 原子燃料の再処理

原子力文化財団 原子力・エネルギー図面集

発電後の原子燃料中の廃棄物は、
３～5%の核分裂生成物

⇒ 高レベル放射性廃棄物

これを取り除くこと(再処理)に
より、原子燃料として使える。

原子力は準国産エネルギー
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3-3 地層処分

高レベル放射性廃棄物の地層処分

原子力発電環境整備機構
（NUMO）が、国内で最終処分場
の選定を進めている。

「文献調査」
「予備調査」
「詳細調査」

北海道の寿都町と神恵内村めて
「最終処分場候補地としての文献
調査」を進めている。

日本原燃 ホームぺージ
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電力供給は、成⾧の礎
オイルショック(昭和47年,1972)後の電源立地対策を目的

電源立地促進のため立地地域の振興を図る
(電力料金に課税)

↓
交付金、各種事業、企業立地支援給付金、原子力人材育成 など

4. 地域振興
4-1 電源三法
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東通原子力発電所（東京電力）

むつ関連施設

出所：青森県HPを基に作成

大間原子力発電所

使用済み燃料中間貯蔵施設

東通原子力発電所（東北電力）

原子燃料サイクル施設

六ケ所フュージョンエ
ネルギー研究所量子科学センター

4-2 青森県内原子力施設
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青森県「豊かで活力ある地域づくりをめざして」より

4-3 原子燃料サイクル施設に関する雇用
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令和５年11月～令和６年10月
4-4 青森県・立地地域等と原子力施設共生の将来像に関する共創会議

地域の将来像実現に向けた取り組みの工程表取りまとめ
・原子力災害時でも広域的に対応可能な医療拠点の整備
・防災機能を持つ道の駅や国営公園整備
・新たな避難道路の整備や既存航路の維持・整備
・新たな企業の誘致
・地域の観光人口増大に向けた積極的な広報や地域資源の磨き上げ
・地場企業や地元人材の育成、確保など

経済産業省 ホームぺージより
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皆さんの時代に日本国の今後のエネルギーをどのように確保していくか、正し
い事実に基づき継続して考えて頂きたい。
◎資源の極めて少ない我が国において、今後のエネルギーをどうするか。
◎第７次エネルギー基本計画の実現に向けて

エネルギー・電力供給はどうあるべきか
原子力発電、火力発電の特徴を踏まえ
再生可能エネルギーは主力に成り得るか

◎今後の原子力をどのように進めるか
廃止措置、リプレース・SMR等、高速炉、核融合

◎原子燃料サイクル等の立地を進める青森県に居住し、人材育成の機会をいか
に生かし将来に役立てていくか

まとめ
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グループ対話(80分)のテーマ

1G. エネルギー問題 (資源確保含む)
2G. 原子力発電 (再稼働と運転延⾧含む)
3G. 原子燃料サイクル (地層処分含む)
4G. 地域振興 (青森県の役割含む)
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アンケートのお願い

https://forms.gle/gFy8ck4NXvFFQuiB7

学生の皆様よりいただいた感想やご意見は今後の対
話会等に役立たせていただきたいと思っております
ので、アンケートにご協力をお願いします。
アンケートは無記名となります、対話会後できるだ
け速やかに回答をお願いします
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シニアネットワーク（SNW)東北

〇設立 ２００８年１２月9日
〇参加シニア 大学名誉教授、元自治体（宮城県）職員、元行政（東北経済産業局）職員
（ボランティア活動） 元エネルギー（原子力等）関係会社員（東北電力、日立、東芝、GE）

２０２５年６月 現在 34名

〇主な活動
・学生とシニアの対話会
・「若者と地層処分を学ぶ会（東北）」（日本原子力文化財団主催）への参加（9回）
・「SNW連絡会・エネルギー問題に発言する会」合同運営委員会への参加
・エネルギー関連施設等の視察研修
・各種勉強会

添付資料
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原子力学会

SNW連絡会
・学会内の連絡活動のひとつ
正会員:１７３名，協力会員:１２５名

（2025/7月現在）

SNW東北
・SNW連絡会と対等の活動

会員:３４名

（2025/6月現在）

連携

SNW東北の位置付け
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SNW連絡会の設立趣旨

・わが国の将来にわたるエネルギー確保のため、現役研究者や技術者の努力に加え、次世代を担
う若手特に学生層に、原子力を正しく理解してもらい、原子力開発に夢と希望をもって、また、
自信と誇りをもって積極的に取り組む気概を持ってもらう必要がある
・このような観点から原子力技術の維持伝承と更なる発展のために経験豊富なシニアの責任ある
行動と次世代への意味有る貢献を目的として、平成18（２００６）年5月22日、日本原子力学会
内にシニアネットワーク連絡会を設立

SNW東北の設立趣旨
・シニアネットワーク連絡会の理念を地方においても共有し、以下に述べる東北地域の特性に
鑑みて積極的に啓蒙活動を展開する拠点として、「シニアネットワーク東北」を設立する

（２００８．１２．０９）

・東北地域の特性
新潟県を含む東北地方には原子力発電設備のほか、原燃サイクル施設や石油備蓄基地、石油・
石炭・ガス火力、地熱、水力、風力発電、天然ガス・パイプラン、など、わが国のエネルギー
供給基地として極めて特徴的な地域になっている。
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〇「学生とシニアの対話会」実績
(シニアネットワーク東北)

（今年度実施で）

・北海道教育大学・函館校 ： 8回
・石巻専修大学 ： 2回
・長岡工業高等専門学校 ： 1回
・青森大学 ：16回
・東北大学 ：19回
・長岡技術科学大学 ：13回
・宮城教育大学 ： 8回
・福島工業高等専門学校 ：11回
・八戸工業大学 ：19回
・宮城学院女子大学 ：13回
・東北学院大学 ：16回

SNW東北
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エネルギー関係資料
1. 原子力文化財団 原子力・エネルギー図面集

https://www.ene100.jp/zumen

原子力総合パンフレット
https://www.jaero.or.jp/sogo/

2. 経済産業省資源エネルギー庁 ホームページ
https://www.enecho.meti.go.jp/

3. 青森県ホームページ
4. 日本原燃ホームページ
5. 東北電力ホームページ
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参考資料
1. 主要国の一次エネルギー自給率 /  食料自給率
2. 日本の化石燃料の輸入先
3. 太陽光・風力発電の推移
4. 百万kWの発電所を１年間運転するために必要な燃料
5. 化石燃料の輸入
6. 原子燃料サイクル施設等の建設工事に伴う経済効果
7. 原子燃料サイクル立地に伴う電気事業連合会の仲介による誘致企業
8. 原子燃料サイクル関連研究開発と人材育成
9. フュージョンエネルギーに係る青森県知事会見
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原子力文化財団 パンフレット

農林水産省ホームページ
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資源エネルギー庁ホームページ
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再生可能エネルギー導入量
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資源エネルギー庁ホームページ
https://www.meti.go.jp/shingikai/santeii/pdf/105_01_00.pdf
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青森県「豊かで活力ある地域づくりをめざして」より 32



青森県「豊かで活力ある地域づくりをめざして」より
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4-2 青森県における原子力人材育成・研究開発

(1) (公財) 環境科学技術研究所
(2) (株)青森原燃テクノロジーセンター
(3) 青森県量子科学センター

青森県「豊かで活力ある地域づくりをめざして」より
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フュージョンエネルギーに係る青森県知事会見
(2025.12.8)

次世代エネルギーとして注目される核融合発電を巡り、青森県の宮下宗一郎
知事は8日、国内での実証に向け、むつ小川原地域への「原型炉」の誘致を
表明した。

デーリー東北より抜粋
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メモ
1. 基調講演に関する質問、気付事項

2. グループテーマに関する質問、気付事項

3. その他、聞きたい事・話し合いたいこと

36


